
挑戦的研究（開拓）４ 

２ 挑戦的研究としての意義（本研究種目に応募する理由） 

本研究種目は、これまでの学術の体系や方向を大きく変革・転換させる潜在性を有する挑戦的研究を募集するものである。 

① これまでの研究活動を踏まえ、この研究構想に至った背景と経緯 

② 学術の現状を踏まえ、本研究構想が挑戦的研究としてどのような意義を有するか 

について１頁以内で記述すること。 

なお（該当する応募課題のみ）、過去に挑戦的研究（萌芽）において採択された研究課題（実施中の研究課題を含む）を

更に発展させる研究計画については、挑戦的研究（萌芽）で得られた研究成果を記述するとともに、発展・飛躍的な展開を

図る部分が十分に挑戦的な内容となっているかについて、具体的かつ明確に記述すること。 

 

 

 


